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PRESS RELEASE  

2022 年 1 月 12 日 

株式会社寺岡精工 

AI の需要予測に基づき精度の⾼い発注を⾃動で⾏う 

「AI 需要予測型自動発注システム」販売開始 
スーパーマーケットの煩雑な発注作業の削減で省⼒化・省⼈化、発注ミス防止に貢献 

 

株式会社寺岡精工（本社︓東京都⼤⽥区/代表取締役社⻑ 山本宏輔）は、スーパーマーケットなど小
売店の発注作業を AI を用いた需要予測により⾃動化する「AI 需要予測型⾃動発注システム」を 1 月 12
日（水）より販売します。当社の POS、店舗基幹システムと連携し、店舗を取り巻く環境要因から AI
が需要予測を⾏い、適正な発注数を算出。⼈による発注作業の軽減と発注ミスによる欠品・在庫過多を
防止します。 
 
■AI と POS システム連携による⾼精度な需要予測 
 

⾷品スーパーなどの流通小売業界では、根強い⼈⼿不⾜をうけて、デジタルトランスフォーメーショ
ン（DX: Digital Transformation）を推進する動きが加速しています。AI や IoT の活用により、新しい
店舗運営のありかたを構築することが成⻑戦略上も不可欠とされており、スーパーマーケットでは、特
に煩雑で個⼈のノウハウに依存しがちな発注作業について、37.3％の企業で「⾃動発注システムの導入」
を考えているという統計*もあります。（*2021 年スーパーマーケット年次統計調査より） 

TERAOKA の「AI 需要予測型⾃動発注システム」は、天候、⾃店舗／近隣他店舗の販促イベント、過
去の客数実績など店舗を取り巻く様々な環境要因から、独⾃開発の AI が予想来店客数を計算。従来は
商品担当者のノウハウに頼って入⼒されていた日別の来店客数予測を⾃動で⾏います。そして計算され
た予想客数に加え、販売実績、商品⽀持率（PI 値）、在庫数などから⾃動発注プログラムが適正な発注
勧告数を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品は TERAOKA のサーバー導入型本部／店舗システム「T@Web」のアプリケーションとして提
供します。POS から基幹システムまでが統合された「T@Web」に「AI 需要予測型⾃動発注システム」
が搭載されオールインワンの運用となることで、店舗 POS からの売上状況・在庫状況がタイムリーに
データ反映され、⾼精度の予測が可能になります。また運用を重ねるほど AI が運用結果を学習し、よ
り店舗ごとの状況に沿った算出が可能となります。特に曜日や天候、イベントなどで販売数が変わりや
すい商品群や、賞味期限が短く在庫リスクが⾼い日配品（牛乳・豆腐など）に最適です。 

▲AI 客数予測イメージ 
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since 1925 

■適正発注と省⼒化・省⼈化を目指す 

従来の発注方式では、商品担当者が経験や勘をもとに必要な発注数を考えるため、発注精度は作業者
の経験や勘に依存していました。しかし⼈⼿不⾜や⾼齢化によりノウハウのある従業員が少なくなると、
変動する販売実績に合わない画一的な発注をせざるを得ません。また⼈の⼿による作業は、誤発注や発
注忘れによる欠品、二重発注による在庫過多など、ヒューマンエラーの危険が⾼く、欠品によるチャン
スロスや過多となった在庫の値引き販売が起こりやすい状況となってしまいます。 

「AI 需要予測型⾃動発注システム」を使用し、店内商品の半数以上を⼈の⼿ではなく⾃動発注するこ
とで、発注の適正化に加え、作業時間削減・⼈件費抑制に非常に効果的です。導入シミュレーション上
では、毎日 650 件の発注作業を商品部門別に 6 名で⾏っていたと仮定し、その 70％を⾃動発注とした
場合、1 日あたり 5.25 時間の作業時間削減も可能と考えられます。 
※⾃動発注の⽐率及びその効果はあくまで一例です。実際には売上動向や商品特性を考慮し、導入先ごとに算出します。 

 

■食品ロス削減にも貢献 

 国連環境計画（UNEP）の報告*によると、2019 年の世界全体の⾷料廃棄量は約 9 億 3000 万トン、
そのうち 13％が小売業から排出されていると推計されています。（*「Food Waste Index Report 2021」より） 
「持続可能な開発目標（SDGs）」においても 2030 年までに「世界全体の一⼈当たりの⾷品廃棄物の半
減」が掲げられ、消費者のエコ意識が⾼まるなか、AI の需要予測に基づき発注の精度を⾼め、仕入れ量
を最適化する「AI 需要予測型⾃動発注システム」は、小売店の⾷品ロス削減にも寄与する DX 施策とな
ります。 
 
 
■製品概要 
 製品名 ︓「AI 需要予測型⾃動発注システム」 
 発売日 ︓ 2022 年 1 月 12 日 
 
【株式会社寺岡精工 会社概要】 
■本社所在地 ︓東京都⼤⽥区久が原 5-13-12 
■創業    ︓1925 年（寺岡式敏感⾃動バネ秤開発） 
■代表者   ︓代表取締役会⻑ 寺岡和治、代表取締役社⻑ 山本宏輔 
■資本⾦   ︓1 億円 
■従業員数  ︓連結 3,690 名（2020 年末） 
■主な事業  ︓電⼦はかり、電⼦計量値付システム、⾃動計量包装値付機、POS システム、POP 作製システム、 

仕分けシステム、カウンティングスケール、⾃動倉庫管理システム、店舗総合情報管理システム、 
浄水システム、リサイクル処理機、廃棄物管理システムなどの製造、販売、保守 

■HP URL   ︓https://www.teraokaseiko.com/ 
 

掲載画像ダウンロード URL︓https://bit.ly/3r0kkns (有効期間︓1 月 12 日〜2 月 11 日) 
 
■本件に関する報道関係者のお問い合わせ先 

株式会社寺岡精工 広報代⾏  株式会社ブレインズ・カンパニー 鈴⽊・林⽥・山⽥ 
TEL: 070-8689-4054   FAX: 03-3568-3838   Mail: teraoka̲pr@pjbc.co.jp 

■一般の方のお問い合わせ先 
株式会社寺岡精工 お客さま窓口 TEL: 0120-37-5270（平日 9:30-17:30） 


